


















　古代日本における四天王信仰は、 『日本書紀』 （以下、 『書紀』と略す） に見える蘇我氏と物部氏の崇仏論争に端
を発する合戦において、これに参加していた厩戸王が自ら像を刻み勝利を祈ったという著名な伝承がもっとも古いものであろう。この伝承とそこから展開するとされる四天王寺の開基に関しては真偽について議論もあるが、この伝承は少なくとも『書紀』の編纂された八世紀の早い段階において四天王が軍事的闘争において戦勝をもらす存在として意識されはじめたことを暗示し よう。
　次いで六六三年、白村江の敗戦において古代国家は大国唐と新羅による軍事侵攻の脅威にさらされる。この事
























　この後、 宝亀五【七七四】年には特筆すべきこととして大宰府大野城に四王寺 （院） が建立される。 『類聚三代格』























年に築造された大野城に付属する施設として造られてい 。大宰府と北部九州を護 要というべき大野城に四天王を祀る大規模な寺院を建立する、これは四天王の功徳 よって国土を護ろう する鎮護国家の思想をよく体現
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したものだと言えよう。さらに大野城は山上にあるので、仏像が安置されるべき「高地」という条件に適合する。大野城自体が新羅をはじめとする異国の侵攻を想定して築造されているので、新羅調伏を目的 した仏像が安置されるにふさわしい場所であったろう。さらに「浄地」という今一つの条件にも適合したのであろう。この「浄地」という条件に関 ては定義が不明な点が多いが、先述した長岡氏の検討によれば 河川の氾濫その他によって汚されることのない土地、という条件が求められたようである。泥水による汚染という以外にも、より広い意味で伽藍のあ 場所が後天的な汚染を受けることのない土地 という意味であろうか。
　ところで、軍事施設である「城」に寺院を付属させるという状況はこれ以前に明確な記録がなく、おそらく唐





























なる。秋田城四天王寺の史料上の初出は天長七【八三〇】年の地震による堂塔・仏像の転倒・破損に関 記事であるので、この時期以前に蝦夷対策以外の要因で四天王寺が建立 く とすれば、太宰府四王院と同様、宝亀年間の新羅との外交摩擦が一つ 契機となった ではないだろうか。渤海使が出羽に漂着し 時期は宝亀年
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間以前に集中しており、この事実が出羽方面における新羅の武力侵攻の可能性を為政者達に想起させることはありえたであろう。宝亀年間には渤海使に対して、来日ルートを大宰府経由へ変更するように通達がな れている。通常この処置は、渤海を高句麗の後継国家として位置づけていた古代国家が、高句麗使の入朝ルートを再現させる意図であっ と理解されている。しかし三上氏らの指摘を踏まえれば、あるいは大宰府以外の日本海側へ異国人を極力近づけさせないための措置であった可能性も考えられよう。実際、渤海は日本側の通達に適 ようルート変更 試みるが、海流の関係から対立してい 新羅の沿岸を避けて大宰府へ向かうこと 容易ではなく、出羽への到着こそなくなったもの 、山陰・北陸諸国への到着を避けることはできず、日本側もこれを容認していたようである。 の事実は渤海のみ らず新羅から船出しても出羽から山陰までの日本海側へ容易に到達できることを意味しており、新羅との外交関係が悪化した貞観年間に山陰や北陸諸国へ防備体制の強化が下達さ ることの根拠ともされ いた可能性があろう。その良い事例が次の記事である。
　『日本三代実録』 貞観九 【八六七】 年五月二十六日条には、 「八幅四天王像」 五鋪を造り、 伯耆・出雲・石見・隠岐・
長門の各国に各一鋪を送っている。その趣旨は、これらの国々は「西極」に り、境界は新羅に近く、警備を図るためで、こ ような地理的環境にない他国とは事情が異なっているとし ため四天王に帰依し 修法 行い、 賊心を調伏して災変を消却すべき とを命じている。四天王像 安置する場所としては 「賊境」 を望む 「高地」を選び 利用できる施設がなければ新たに道場を設置することも命じると う念入りな下命であった。ここ はかつての宝亀五年の例を想起させる、新羅に対する強い警戒心が読み取れ 。実はこの時期は新羅との間で海賊の襲来【貞観一一年 　八六九】 加え、 郡司・大宰府の官人まで 新羅と共謀し 謀反を企 たとされるなど【貞観八年・同一二年】 、 深刻なトラブルが頻発 。こ 危機に対して上記のような対策がとられ こ と っ
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たらしい。強力な敵対国家として認識されていた新羅を対象とした宝亀五年の例と同様の軍事的性格の強い対抗策であったと言えるだろう。ただ この二つの時期における古代国家側の対応には質的に大きな隔たりが認められる。まず宝亀五年の場合は、八世紀末に交易を主目的として来航する新羅と、これを朝貢国として位置づけようとす 古代国家との外交に関する意識の相違が生んだ摩擦 対し、日本の古代国家側が過敏に反応 ただけと考えられる。これに対し貞観年間の場合は不安な情勢が疑心暗鬼を生んだ結果として 風聞も含まれるだろうが、新羅王と九州の官人とが共謀して謀反をたくらんだ、などと新羅からの脅威がより差 迫ったものとして受け取られていた 考えられることに大きな相違点が認められる。
　特に山陰道五カ国はもっともその襲来が予想される地であっただけに、危機意識もひと際強いものがあったの











るようになっていた。移動させて以来疫病の害が甚だしいという奏上には、この四天王像がいつの頃か疫病流行の防止を主たる目的とするものとし 修法が行 れる対象へと変化してい ことを推測させてくれる。四天王が疫病防止の対象とされることは「金光明経」にも説か ている功徳 り、ありえない展開ではな た 対新羅のために設置され ことが明白な最古の四王院が る大宰府で 、既に外 軍事的脅威より 新たに生起しつつあっ 内なる脅威、疫神の跳梁に対処することが主目的 されるようにその姿を変じつつあったようである。
　ただし九世紀代では未だ古代国家にとっての仮想敵国である新羅が健在であったため、その侵攻や海賊に対処





た新羅に近い山陰五カ国に対して四天王像による災変の消却が命ぜられる前年のことである。 こでは神祇官よりの奏言によって肥後国「阿蘇大神」が「怒気」を抱 て るの 、 れによって「疫癘」 起こり「隣境兵」
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相氏と呼ばれる四眼の面を被った人物が鉾と盾をもって鬼を追う所作を行うもので、日本でも宮中儀礼として取り入れられた。しかしこれまたよく知られているように、平安後期になる 方相氏はその異形の姿から、次第にこれ自体が鬼 みなされ、逆に追い払われる立場となるというパラダイムが起こってくる。追儺 来の意味が忘れられ、大きく意味づけが変容したのである。
　これと同時に、宮中儀礼であった追儺が貴族や寺院の儀礼としても拡大される状況が生まれてくる。これに関






















と密接に結びついていたことを確認したが、このような信仰の延長上に疫鬼を沈める毘沙門天信仰が登場するという考え方である。毘沙門天自身が四天王の代表 して認識されていくようになったことは、本来四天王 有していた功徳を毘沙門天一人が受け継ぐという状況を作り出したと考えられる。しかしここには平安前期までに見られた、現実の軍事的脅威に対抗する存在 意味合いはもはや薄れてしまっている。
　また、これも拙稿で指摘したことであるが、九世紀代より異国使節が入京する際には、彼らが持ち込むとされ





観念的な疫鬼を対象としたものに変容していった事例を検討してみた。ここで知られることは、大宰府四王院の例で明らか ように、当初に想定されていた危機が、外交情勢と国内情勢の変化に影響を受けつつ 次第に外なる武力から内なる 病へと変容 ていった事実である。
　特に新羅という古代国家にとっての仮想敵国が存在していた時代と、これが失われた後の時代における脅威対




1） 　拙稿「滋賀県・鶏足寺己高閣および福井県・小浜市加尾区、高浜町和田薬師堂の兜跋毘沙門天作例」 （ 『佛教大学アジ
ア宗教文化情報研究所』三号所収 　二〇〇七年） 同「北部近畿の兜跋毘沙門天像について」 （ 『アジア地域の宗教文化』所収佛教大学アジア宗教文化情報研究所 　二〇〇八年） 同「兜跋毘沙門天像」 （ 『東アジアにおける宗教文化 総合的研究』 　佛教大学アジア宗教文化情報研究所 　二 〇八年） また兜跋毘沙門天像に関する拙論の現状における集約的成果は、 『 宗教文化ミュージアム資料集 若狭の古寺 　正樂寺の仏像』に収録された「特 において記述させていただいた。本論と併せて御覧いただければ幸いである。
（
2） 　「古代の辺要国と四天王法」 （ 『山形大学歴史・地理・人類学論集』五号 　二〇〇四年） 「 「古代の辺要国と四 王法
についての補論」 （ 『山形大学歴史・地理・人類学論集』六号 　二〇〇五年） 瀧音能之「古四王神社の由来について」 （ 『歴史手帖』一二‐五号 　一九八四年） 河音能平「王土思想と神仏習合」 （ 『中世封建社会 首都と農村』所収 　東京大学出版会 　一九八四年） 虎尾俊哉「古四王神社と四天王寺・四王堂」 （ 『古代東北と律令法』所収 　吉川弘文館 　一九九五年）村井章介「王土王民思想と九世紀の転換」 （ 『思想』八四七号 　一九九五年）
 三谷芳幸「律令国家の山野支配と王土思想」
（ 『日本律令制の構造』所収 　吉川弘文館 　二〇〇三年）
 窪田大介「鎮守府の吉祥天悔過と岩手の毘沙門天像」 （ 『歴史に
おける史料の発見』所収 　一九九七年） 山村信榮「古代山城と仏教」 （ 『都府楼』二五 　一九九八年）
（
（） 　倉住靖彦『古代の大宰府』 （吉川弘文館 　一九八五年）
（
（） 　井上薫『奈良朝仏教史 研究 七八
（
5） 　長岡龍作編 講座日本美術史』四 （東京大学出版会 　二〇〇五年）
（
（） 　長岡龍作「神護寺薬師如来像再論」 （ 『朝日百科日本の国宝別冊』三所収 　一九九九年）
（















12） 　「奈良・平安初期の対外交流」 （ 『福井県史』通史篇一所収 　一九九三年）
（
1（） 　弩の操作には高度な技術を必要としたらしく、これが配備される国には同時に「弩師」と呼ばれる専門要員が必要で
あった。日本海側の諸国は陸奥・出羽などとともに異国 接する辺要国とされ、北陸では越前・能登などに弩が設置されている 『類聚三代格』延喜三年二月八日の太政官符 は「防衛の要、こ によらざるはなし」 。と防御戦における弩の威力に対する強い信頼が見える。 『本朝文粋』延喜一四年の三善清行による著名な意見封事 は北陸道諸国の防備が弛緩していることを指摘し、この弩を整備すべきこ を述べている。
（
1（） 　『日本紀略』大同二年【八〇七】十二月条。ここで 大宰府の奏上として、 「筑前国金光明寺 （四王院） 」から四天王像
を移動させ終わったが、それ以来疫病 害が甚だしいので、も の場所へ戻したいという内容が述べられている。この奏上は大宰府の意向どおり裁可された。
（
15） 　『日本三代實録』貞観八【八六六】年二月十四日条。村山修一氏は、 「噴火の時代」 （ 『変貌する神と仏たち』所収 　人





が、八世紀末から九世紀にかけては最澄・空海をはじめ入唐八家 （最澄・空海・常暁・円行・円仁・恵運・円珍・宗叡）全員 次々と毘沙門天関連の経典・儀軌類を請来する。特に宗叡は八つもの経軌を伝え おり、毘沙門天に強い関心を有していたこ が読み取れる。このような状況の背景として、彼らが留学した時代の唐において が四天王から独立した大きな信仰を獲得していたことが挙げられよう。玄宗朝以降の唐は周辺民族の侵攻 具体的な危機として捉えており、特に活動の活発化してい チベット （吐藩） と境界の接する四川地方では石窟寺院に多くの作例が遺されている。これら独尊の毘沙門天像の多くは、日本において兜跋毘沙門天と呼ばれる図像 特徴を備えており、日本の作例の直接の信仰と図像的起源は中央アジアではなく唐であったこ が想像される。 におけるこ ような状況を勘案すると、入唐八家に代表される良学生・留学僧達がかの地 眼にした毘沙門天像の多くもやはり兜跋形であった可能性が高いであろう。
（
17） 　大日方克己『古代国家と年中行事』 （講談社学術文庫版 　講談社 　二〇〇八年）
（
1（） 　「修正会の変容と地方伝播」 （守屋毅編『大系仏教と日本人七』所収 春秋社 　一九八八年） 。この中で山路氏は神





19） 　「平安時代兜跋毘沙門天彫像の研究」 （ 『鹿島美術財団年報』通号一四別冊 　一九九七年）
（
20） 　高橋昌明『酒呑童子の誕生』 （中央公論新社 　二〇〇五年） 『歌論歌学集成五』所収『袖中抄』 （下） 所収「ゆふつけ鳥」
の項 （三弥井書店 　二〇〇〇年）
 参照。ここでやや唐突に登場する「鳥冑」とは、疫神をモデルとする酒呑童子の攻撃
を防ぐ聖なる防具として機能しているのである。さらに高橋氏は刀や弓などの武具、これらを振るう武人に象徴される「武」力という観念的な存在が魔を払う呪力を期待 れていたことを指摘されている。 なわち頼光自身が武人であることにより、 既に破魔の呪力を有しながら、 さらに「鳥冑」をかぶることでその効果を倍増させたと結論されている。氏のこの指摘は非常に興味深い問題をはらんでいよう。
（
21） 　前掲拙稿 （
1） 『若狭の古寺 　正樂寺の仏像』特論参照
24
